2026年度理数探究　評価ルーブリック
○研究計画書【班評価】
前期研究計画書（一次提出）
	評価
	観点①（知識・技能）
	観点②（知識・技能）
	観点③（思考・判断・表現）

	評価物
	先行研究
	方法
	研究テーマ・仮説

	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：自身の研究と先行研究の関連を示している）
	「何の値を測定・調査するのか」「どうやって測定・調査するのか」先行研究を引用しながら示している。
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：オリジナリティを主張している）

	A
	先行研究（論文・書籍）を3つ以上調べ、その出典と内容を適切に示している。
	「何の値を測定・調査するのか」「どうやって測定・調査するのか」示している。
	その値を測定することで「仮の答え」の正誤が検証できる。※問いと「仮の答え」が呼応している。

	B
	先行研究（論文・書籍）を1つ以上調べ、その出典と内容を適切に示している。
	「何の値を測定・調査するのか」「どうやって測定・調査するのか」を示している。

	C
	出典の記載なしor出典の示し方に不備あり。
	「何の値を測定・調査するのか」「どうやって測定・調査するのか」を示しているが、不十分で伝わらないor記載なし



前期研究計画書（最終提出）
	評価
	観点①（知識・技能）
	観点②（思考・判断・表現）
	観点③（思考・判断・表現）

	評価物
	結果
	分析
	考察・今後の展望

	S
	測定・調査した値を適切な統計的処理だけでなく、適切な検定を実施して示している。また、その検定を用いた理由や内容を説明できる。
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：検定の結果から、オリジナリティを主張している情報や、価値の高い情報が得られている）。
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：検定の結果から、オリジナリティを主張している、非常に説得力がある）。

	A
	測定・調査した値を適切な統計的処理をして示している。
	統計的に処理した値から読み取れることを適切に述べている。
	①②③のうち、すべて述べている。

	B
	測定・調査した値を、表・グラフに整理して示している。
	測定した値・調査した値から読み取れることの記載なしor読み取れないことを述べている。
	①②③のうち、少なくとも1つを述べている。

	C
	測定・調査した測定した値を示しているが、整理が不十分or不適切、もしくは記載がない。
	①②③の1つも示していないor関係ないことを述べている、記載がない。


※考察・展望の観点
①測定結果に対して、その解釈（=それが何を意味するのか）やそうなる理由（=どうしてそうなるのか）
②問いや方法に対して、改善点とその改善・改良の具体的方針
③研究の今後の展望、外部とどう連携するか










○研究プロセス【個人評価】
	評価
	観点①（知識・技能）
	観点②（知識・技能）

	評価物
	研究ノート（全員記入）
	研究ノート（その日の担当生徒の記述）

	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：あとで見返したり、他者が読んだりすることを想定して非常に詳細・丁寧に記入している）

	A
	指定された手続き・研究倫理を遵守し、安全面に注意して実験・観察・調査等を行っていることが振り返りから読み取れる。
	必要事項を満たし、活動に応じて以下の項目を整理して記入している
【話し合い】議論の過程が分かるように考えの推移やその理由などを記入している
【作業】進捗が分かるように作業者や作業内容、使用物品などを記入している
【測定・観察】得られた結果、実験条件、使用物品などを記入している

	B
	実験・観察・調査等を行っているが、手続き・倫理・安全面で改善が必要である
	必要事項を満たして記入している。

	C
	実験・観察・調査等を行っていない
	必要事項を満たして記入がされていない、もしくは記載がない。



○成果公表【班評価】
前期
	評価
	観点①（知識・技能）
	観点②（知識・技能）
	観点③（思考・判断・表現）

	評価物
	発表予稿
	スライド

	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：研究内容がよく要約され、分かりやすい）
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：先行研究を適切に自身の研究に位置付けられている。）
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：デザイン・色使い・レイアウト等が、内容整理や論理展開と合致している、外部での発表を踏まえ、研究が高度化している）

	A
	指定字数±10%以内で、指定要素を全て満たしている
	Bの基準を満たしたうえで、先行研究が3つ以上引用されている。
	情報の取捨選択・話順整理・図表活用などが工夫され、研究内容が伝わりやすい。

	B
	数の過少・過多、指定要素の不足がある
	研究の目的、方法、結果、考察、今後の展望、引用文献がスライドに含まれている。
	発表時間に対して、情報の過少・過多が目立つorスライドの文章が長すぎる。

	C
	未完成or記載なしor未提出
	Bに満たない、もしくは、発表資料を作成できなかった。
	未完成or未提出



後期
	評価
	観点①（知識・技能）
	観点②（知識・技能）
	観点③（思考・判断・表現）

	評価物
	発表予稿
	ポスター

	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：研究内容がよく要約され、分かりやすい）
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：先行研究を適切に自身の研究に位置付けられている。）
	Aの基準を満たした中で、特に優れている
（例：デザイン・色使い・レイアウト等が、内容整理や論理展開と合致している、外部での発表を踏まえ、研究が高度化している）。

	A
	指定字数±10%以内で、指定要素を全て満たしている
	Bの基準を満たしたうえで、先行研究が3つ以上引用されている。
	情報の取捨選択・話順整理・図表活用などが工夫され、
研究内容が伝わりやすい。

	B
	数の過少・過多、指定要素の不足がある
	はじめに、研究の背景、考察、今後の展望、引用文献がポスターに含まれている。
	発表時間や紙面に対して、情報の過少・過多が目立つor文章が長すぎる。

	C
	未完成or記載なしor未提出
	Bに満たない、もしくは、発表資料を作成できなかった。
	未完成or未提出


Pサイト【個人評価】
	
	主体的に学習に取り組む態度

	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：自己調整を行っていることが読み取れる）

	A
	指定された制作物・考え・振り返り等を記録している。

	B
	記録が不十分

	C
	サイトが閲覧できないorサイト未作成。


Pサイトに掲載させる前期の成果物
①研究計画書　②理数探究中間発表会スライド　③前期の振り返り

Pサイトに掲載させる後期の成果物
①研究計画書　②理数探究成果発表会ポスター　③後期の振り返り

○Pサイトのイメージ

①研究計画書のファイル
研究計画書の振り返り
※5つの力を踏まえて



②スライドのファイル

スライドの振り返り
※5つの力を踏まえて




③前期の振り返り




③を評価するルーブリック
振り返り
	
	
	主体的に学習に取り組む態度

	自己課題
	振り返りシート
	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：必要に応じて修正を行ったことが読み取れる）

	
	
	A
	研究課題と自分との関わりについて、分析的に捉えている

	
	
	B
	研究課題について述べているが、自分との関わりを述べていない

	
	
	C
	記載なしor記述が不十分

	運用
	
	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：必要に応じて問題点を調整したことが読み取れる）

	
	
	A
	課題研究の過程について見通しを述べている

	
	
	B
	課題研究の過程について見通しを述べていない

	
	
	C
	記載なしor記述が不十分

	社会参画
	
	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：将来的な見通しを持っていることが読み取れる）

	
	
	A
	研究を通じて得られた情報を社会参画にいかそうとしている

	
	
	B
	研究を通じて得られた情報を述べていない

	
	
	C
	記載なしor記述が不十分

	総括
	
	S
	Aの基準を満たした中で、特に優れている（例：複数の具体例から自身の学びを抽象化している）

	
	
	A
	具体例を挙げながら、自身の活動を総括している

	
	
	B
	具体例を挙げてない、または自身の活動を総括できていない

	
	
	C
	記載なしor記述が不十分




